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解説

国際獣疫事務局 (OIE)などによる飼料に関する国際基準

杉浦勝明*

独立行政法人農林水産消費安全技術センター

飼料の安全性を脅かす危害要因(ハザード)には，ダイ

オキシン，カビ毒，重金属，有害微生物などがある。近年，

食品安全に対する消費者の関心が高まる中，ベルギーな

どでの飼料のダイオキシン類汚染に起因する汚染鶏肉な

どの流通(1999年)，中国産の小麦グルテン，乳製品など

の飼料原料へのメラミン混入 (2007年)，養殖水産動物用

飼料へのマラカイトグリーン汚染 (2006年)など飼料の

汚染などを原因とする食の安全を脅かす事故・事件が相

継いで発生し，飼料の安全性に対する関心が高まってい

る。このようなハザードから飼料及び飼料原料の安全を

守るため， 2004年にコーデックスの適正動物飼養規範が

策定され， 2009年5月に国際獣疫事務局 (OIE)の陸生動

物衛生コードに新たな章「飼料中における動物衛生及び

公衆衛生上重要なハザードの防止のためのガイドライン」

が設けられた。

1. コーテ、ックス適正動物飼養規範

コーデックス委員会は， 1962年に WHOとFAOによ

り設立された政府問機関であり，食品の基準・規格の作

成を通じて，消費者の健康を守り，食品の国際取引を促進

することを目的として活動している O コーデックス委員

会は， 1995年以降世界貿易機関 (WHO)の衛生検疫措置

の適用に関する協定 (SPS協定)により食品安全の国際基

準作成機関として位置づけられている。

1999年7月の第23回コーデックス委員会総会におい

て動物飼養に関する特別部会 (CTAF)が設置された。

CTAFにより適正動物飼養規範 ( Code of Practice on 

Good Animal Feeding)が作成され， 2004年コーデックス

委員会で採択された (CAC2004)。

この適正動物飼養規範は，農場レベルでの動物の適正

飼養規範を確保するとともに，飼料の製造，流通などの各
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段階で適正製造規範 (GMP)を確保することにより，生

産される畜産物の安全を確保することを目的としている O

図1にその構成を示した。

一般原則及び要件として，飼料原料の調達，飼料及び飼

料原料の表示， 卜レサビリティ，検査分析，ハザードの管

理の基本的な考え方を定めている。飼料及び飼料原料の

製造などにおいては， GMP及び可能な場合には危害分析

重要管理点 (HACCP)に基づいてハザードの管理がなさ

第1項序章

第2項目的及び範囲
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第4項一般原則及び要件
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一検査及び管理手続き

一飼料の安全に関係するハザード
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分析

図 1 コーデックス適正動物飼養規範の構成
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れるべきとし，その適用対象として，機器・設備，搬入・

保管・輸送，職員の研修，衛生管理・害虫防除，機械の点

検維持，製造管理ならびに回収の具体的手続きについて

記載しているO また，農場での飼料生産にあたっては，適

正農業規範 (GAP)の適用，農場での飼料製造及び動物飼

養にあたっての注意点などを記載している。さらに，飼料

及び飼料原料のサンプリング及び分析の原則を定めてい

るO

CTAFは，適正動物飼養規範の採択とともに 2004年に

一旦解散されたが，現在，新たな国際ルール作り，飼料の

ハザードの優先順位付け，国際的なアラートシステムの開

発などに向けてタスクフォースの再聞が検討されている。

2. OIE陸生動物衛生コード

OIEは， 1924年に国際協定により設立された動物衛生

に関する国際機関である。①動物疾病の発生に関する情

報収集と提供， ②動物防疫に関する国際協力の推進，科

学的情報の普及，③動物の疾病や人獣共通感染症が国際

的に広がるのを防止する観点から動物・畜産物の国際取

引に適用される基準の設定などを目的として活動してい

る。 OIEは，コーデックス委員会と同様， SPS協定により

動物衛生及び人獣共通感染症に関する国際基準を設定す

る機関として指定されている。

OIEは，飼料や飼料原料についても病原体の侵入経路

の1っとして位置づけ，必要に応じ基準を設定してきた。

たとえば， BSEの伝播を防止するためその媒体となる肉

骨粉の国際取引を規制する基準を設定している (OIE

2008a)。最近では清浄地域を国単位とする考え方から

ゾーニング1)やコンパートメンタライゼーション2)のアプ

ローチを導入するにあたって，動物の疾病の病原体の侵

入経路としての飼料の位置づけが重要となっている。

このように OIEにとって，飼料はもっぱら口蹄疫，鳥

インフルエンザ，豚コレラなどの動物の疾病の病原体の

媒体としての位置づけであったが， 2002年以降食品安全

に関するワーキング・グループ (WorkingGroup on Animal 

Production Food Safety， APFSWG)が常設され，動物の疾

病だけでなく，食品安全の観点から飼料の安全確保の問

題に取り組んできた。 2006年以降， APFSWGの協力を得

て，陸生動物衛生コード委員会により「飼料中における動

物衛生及び公衆衛生上重要なハザードの防止のためのガ

イドライン」案が作成され， 2009年5月総会で採択され，

陸生動物衛生コードに新たな章として追加された。

この章は，動物衛生の観点から動物飼養の指針を示す

ものであり，主に食品安全の観点から飼料の取扱や動物

飼養の方法を規定したコーデックスの適正規範を補完す

る内容となっている。流通飼料及び農場産飼料の生産及
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図 2 国際獣疫事務局 (OIE)陸生動物衛生コード

第6. 3. 章「飼料中における動物衛生及び公

衆衛生上重要なハザードの防止」の構成

び使用にあたっての望ましい方法を適用することにより

動物衛生及び公衆衛生上のハザードを防止することを目

的としている。その構成は，図2のとおりである。

第 l条「序章J，第2条「目的」及び第3条「定義」に続

く第4条「一般原則」では，担当部局 (CompetentAuthor-

ity)及び関係者の役割などが定められている(図2)。すな

わち，

① 担当部局は，飼料の公的基準を作るとともに，飼料

が公的基準を満たしていることを確保する。また，

関係者から情報や協力が得られるよう規則を作る

ことができる。

② 飼料の製造者及び使用者は公的基準を満たした製

品を製造・使用する責任を負うとともに，基準を

満たさない製品の追跡及び回収ができるよう緊急

時対応要領を作成する O

③ 製造，保管などに携わる職員は十分に訓練され，危

害防止における自分の役割を認識していなければ

ならなL、。

④ 飼料の規制の枠組みは，国際的に認められたリス

クアナリシスの原則や規範に基づいて作成するO

⑤ 飼料の製造者，使用者などは，全国的なガイドライ

ンがある場合には，適正農業規範 (GAP)，GMPを

実施し，さらに必要に応じ， HACCPを適用するO

⑥ 飼料や飼料原料の検査プログラムの設計及び管理

にあたっては，担当部局は自ら直接検査するか，他
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の機関による検査を通じて，飼料の公的基準を満

たしていることを確保する。

⑦ 飼料製造業者などは，プロセス管理を実施する責

任を一義的に有しており，自主管理を実施するこ

とにより，飼料や飼料原料の調達，取り扱い，保

管，加工，販売及び使用が安全基準に適合している

ことを確保する。担当部局は，業者などによるプロ

セス管理システム及び安全基準が飼料の公的基準

を達成するのに十分か否かを確認する O

これらのほか，コーデックスの適正動物飼養規範と同

様， サンプリング及び分析， 表示， トレサビリティの原

則，飼料のハザードの種類が記載されている。また，飼料

生産にあたってその安全性に影響する地理的及び環境要

因の考慮，ゾーニング及びコンパートメンタライゼー

ションにあたっての危険因子としての飼料の重要性が記

載されている。

3. わが国の状況

2004年にコーデックスの適正動物飼養規範が採択され

たのをきっかけに，わが国でも農林水産省の補助事業に

より 2005年から日本科学飼料協会がわが国の飼料の製造

現場への GMP導入に向けて検討を開始した。検討結果

を踏まえ 19年4月農林水産省消費・安全局長から「抗菌

性資料添加物を含有する配合飼料及び飼料添加物複合製

剤の製造管理及び品質管理に関するガイドライン」が通

知された。現在までに 50超の配合飼料工場及びプレミッ

クス工場において GMPに基づく管理が行われている O

注 1:ゾーンとは，国際貿易を目的として必要なサーベイ

ランス，防疫及び検疫措置がとられているある特定

の疾病に関し，異なる衛生状態を有する動物のサブ

集団を収容する領域の一部分。ゾーニングとは，

ゾーンを設定し維持すること。

注2・コンパートメントとは文は 2以上の施設に収容

された動物のサブ集団で，共通の検疫管理システム

の下にあり，国際貿易を目的として必要なサーベイ

ランス，防疫及び検疫措置がとられているある特定

の疾病に関し，異なる衛生状態を有する O コンパー

トメンタライゼーションとは，コンノマー卜メントを

設定し維持すること O
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